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愛知県段戸山地域から産出した単斜末野閃石
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Clino-suenoite from Dando-san area, Aichi Prefecture, Japan
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はじめに

　段戸山地域は愛知県設楽町にあり，ジュラ紀付加体
が白亜紀に高温低圧型の広域変成作用を受けた領家変
成岩と，これらに貫入する花崗岩類が分布している．
Suzuki and Adachi(1998)によると変成岩類は約 100 Ma，
南西部の神原トーナル岩は 95 Ma，北部の武節花崗岩
は 77 Maの CHIME年代が得られている．本地域に分
布する変成岩類は，砂質片麻岩及び珪質片麻岩を主
とし，白雲母 -黒雲母帯に属する（三宅ほか，2014）．
本地域周辺には，いくつかのマンガン鉱山跡が知られ
ており，中でも田口鉱山は大規模に採掘された．段戸
山地域にも段戸鉱山跡がある（吉村，1952）ほか，段
戸山から南東に 5 kmのところにも，マンガン採掘跡

が見られる．現地（第 1図）を調査したところ，パイ
ロクスマンガン石，満礬石榴石，テフロ石等の他，角
閃石類を見いだした．今回，角閃石類について，電子
プローブ・マイクロアナライザー（EPMA）により，
分析を行ったところ，単斜末野閃石であると確認した
ので報告する．

単斜末野閃石

　Amphibole supergroup は，近年命名規則の整理
が行われ（Hawthorne et al., 2012），鉄－マグネシ
ウム－マンガン角閃石サブグループ : 単斜晶系で   

□Mn2Mg5Si8O22(OH)2端成分の角閃石にルート名が当
てられることになった．その後，Oberti et al.(2018)に
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  * 

調査地域及びサンプル採取地点．国土地理院電子地形図 25,000を基に作成．第 1 図．
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より，この角閃石に相当する単斜末野閃石がイタリア
の Sondrioから報告された．現在の単斜末野閃石に相
当する角閃石には，かつてマンガノカミントン閃石な
どの名前で呼ばれていたものが相当する可能性がある
が，正確には化学組成を調べなければ断定はできない．

産　状

　本報告の単斜末野閃石は，白色から草緑色を呈する
最大2 cmの繊維状結晶集合体である .単斜末野閃石は，
パイロクスマンガン石，満礬石榴石，石英からなる母
岩中に見られる（第 2図）．はっきりした定向配列は
認められず，ランダムな方向に伸びていることから，
変形を受けていないと思われる．
　偏光顕微鏡による薄片観察では、鮮やかな干渉色が
見られ，長軸が垂直，又は平行な結晶を見ても消光し
ないことから，直方晶系ではなく単斜晶系と考えられ
る（第 3図）．

化学組成

　定量分析は，日本電子製 JXA-8800R型電子プロー
ブ・マイクロアナライザー（EPMA, 名古屋大学）を
用いて波長分散法によって行った．測定条件は加速電
圧 15 kV, 電流値 12 nA, ビーム径 2–3 µmである．全Mn

はMn2+を仮定，Feは 2価とし，Oの数を 23として
陽イオン数を算出した．11点の分析結果と，Oberti et 

al.(2018)の結果を第１表に示す．
　平均値に基づく実験式は，

　Na 0.02(Mn 1.86Ca 0.14)Σ 2 .00(Mg 3.91Mn 0.23Fe 0.79A l0.02)

Σ 4.95Si8.02O22(OH)2 

  

となり，単斜末野閃石に相当する（陽イオンを 15とし，
Bサイトにマンガンを優先的に配置した）．

　
まとめ

　愛知県段戸山地域から採取したサンプルは，偏光顕
微鏡による薄片観察，及び EPMAによる化学分析の
結果，Mnが 16.77%で，Oberti et al.(2018)の 17.81%と
近い値であり，定義されて間もない単斜末野閃石に確
実に相当する角閃石であると言える．
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単斜末野閃石の産状． 

a. 全体写真 , b. 拡大写真．
第 2 図．

偏光顕微鏡写真（クロスニコル）．第 3 図． 
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化学組成．第 1 表．  

wt.% apfu
this study (N=11) Oberti et al. (2018) this study (N=11) Oberti et al. (2018)

Oxide Dando San area (Japan) Valmaienco, Sondrio (Italy) Dando-san area (Japan) Valmaienco, Sondrio (Italy)
   SiO2  54.52 (55.41-53.02) 54.95       Si 8.02 8.00
   TiO2  0.01 (0.03-0.00) 0.01       Al 0.00 0.00
   Al2O3 0.12 (0.18-0.05) 0.22 Sum T 8.02 8.00
   FeO   6.43 (7.47-5.36) 1.00
   MnO   16.77 (17.35-15.96) 17.81 Al 0.02 0.04
   MgO   17.83 (18.62-17.24) 19.40 Fe3+ 0.08
   NiO 0.12 Mg 3.91 4.21
   ZnO 0.10 Mn2+ 0.23 0.61
   CaO   0.89 (1.08-0.58) 1.65 Fe2+ 0.79 0.04
   Na2O  0.06 (0.09-0.03) 0.70 Ni 0.01
   K2O   0.01 Zn 0.01
   H2O 1.80 Sum C 4.95 5.00
   F 0.14
   Cr2O3 0.02 (0.15-0) Na 0.00 0.16
   Cl 0.01 Ca 0.14 0.26
O=F,Cl -0.06 Mn 1.86 1.58
total 96.65 (97.77-94.72) 97.93 Sum B 2.00 2.00

Na 0.02 0.04
Sum A 0.02 0.04

(OH)- 1.94
F- 0.06
Sum W 2.00
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